
▶医事法学・法医学史の研究

様々な医事紛争が増加傾向にある中で、医療従事
者には各事案に即した適正な倫理的・法的対応が求められ
ます。医事法学は、主として臨床の場で医療関連法規がど
のように適用されるのかを刑事・民事医療訴訟事例の分析
を通して検討し、医事紛争予防のための指針を追究する分
野です。さらに法医学のルーツである「裁判医学」の歴史
研究を通して、医療関係者が本来身につけるべき法的素養
とはどのようなものかを、より体系的に理解することが可
能となります。

▶法医学実務への機械学習技術の導入

近年急速に発展している機械学習技術を法医学に
実務導入する方法を研究しています。死後の時間
経過に伴って変化していく血痕や血液の色調を解析するこ
とで、より正確な死後経過時間の推定が可能になる他、主
観的な評価が成されやすい法医学実務において鑑定結果の
客観性を担保することが可能になります。最近では、分子
生物学的解析の結果を機械学習技術を用いて解釈すること
で、死後に生じる様々な生体変化を、より包括的かつ探索
的に追及することを目指しています。

▶中毒のメカニズム解明と検出法開発

法医解剖では様々な中毒事例に遭遇しますが、その全てに
対して適切な検査・検出法が確立されている訳ではありま
せん。我々は、種々の薬物を簡便に検出できる検査キット
の開発を行っています。最近では焼死例や
一酸化炭素中毒例を対象とした研究を行い、
死後変化の著しい遺体や、残存臓器からの
CO中毒の証明を可能としました。その他にも
種々の薬毒物を対象に研究を行い、学会発表
において多くの賞を受賞しています。

▶分子生物学的解析を応用した法医診断

従来の解剖検査をさらに改善・発展させるために、分子生
物学的解析手法を組み込んだ新しい法医解剖実務の開発を
行います。突然死例や虐待例等に対して遺伝子解析やエピ
ジェネティクス解析を行い、形態学的な診断が困難な症例
の死後診断を可能にします。加えて、遺体の体内や体表面
に残留する様々な有機物の遺伝子解析を行うことによって、
生前の生活状態や死亡時の状況を解明し、精確な死因究明
を通じて公衆衛生の向上や犯罪捜査に貢献します。動物、
植物、細菌、種々の食物やプランクトン等、様々な対象を
解析します。

法医学は法律上の問題となる医学的事項を考究し、これに解決を与える科学です。
主な実務として異状死体の解剖検査を行う一方、実務上の問題を解決するために
種々の学問分野を応用した研究を行っており、例えば、法医病理学、法医中毒学、
法医遺伝学等が研究分野として挙げられます。

これらは、他の基礎医学や臨床医学でも研究対象となる領域ですが、法医学では
同じ学問領域を、法的問題に関わる視点や死後の状態から追究していくことで、
独自性と新規性に富んだ研究が展開されます。様々な職種・経歴をもつ研究者が
各々の強みを発揮しつつ、得意分野を発展させ、活躍することが可能です。
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